
アンケートの結果について

北千里保育園から21通、古江台幼稚園からは17通の御意見を頂きました。

保護者の皆様から頂いたさまざまな御意見に対し、それぞれに対する市の考え方について、下記の通りお示しいたします。

１．施設に関しての御意見に対する市の考え方

・新施設は２階建てとし、敷地を有効に活用しながら、できる限り建物面積を広くする予定です。現在の計画案では、定員１人当たりの園
庭面積は約６．６㎡（北千里保育園は約6.6㎡・古江台幼稚園では約5.7㎡）、定員１人当たりの建物面積は約９．７㎡（北千里保育園は
約6.7㎡・古江台幼稚園では約5.3㎡）です。
　当該敷地につきましては、法令により１０ｍの高さ制限が設けられた地域に位置しており、３階建て以上の建物は計画できません。

・計画地は傾斜地に位置しているため、豪雨があったときなどの北面道路からの排水や土砂の流入等、さまざまな危険性を想定し、それら
に十分対応できるものとします。

・内装、外装等の詳細につきましては、今後の実施設計において具体的に決めていくことになる予定です。
 今後とも、保護者のみなさまの御意見を適宜お伺いしながら進めてまいります。

・セキュリティにつきましては、オートロック他、充実させるよう検討中です。
 その他、安全面につきましても、人員配置の工夫や、必要な箇所には柵を設置する等の対策を講じます。

・保育室の配置につきましては、日当たりの良い南面を保育室に、その他の用途の部屋を北面に配置する計画です。
 有事の際に園庭側へ迅速に避難できるよう、低年齢児室を１階に配置しています。

・また、保育室の広さにつきましては、現在の北千里保育園と同程度の広さが確保できるよう検討しています。

・低年齢児室を１階に配置することから、職員室（保健室スペース有り）も１階とする予定です。
 メインの玄関は２階にする計画のため、出入りする方の案内ができるよう、２階玄関ホール横に職員室（小）を配置します。

・遊戯室は２階に配置します。床の防音性能は極力高いものを使用しますが、保育室の上にならないよう、検討しました。
 また、可動の間仕切りを計画しています。全体で利用する場合は、廊下も取り込み、最大２００㎡程度の広さが確保できる予定です。
 クラス単位で使用するときには、間仕切りを使って、防音を図れるように、また、会議室等のスペースも確保できるよう検討しました。

・給食食材等の搬入経路には子どもたちの動線から離れた位置である１階北東側に設置する出入口を利用する計画です。
 そのため、給食室は１階に配置しました。調理の様子が子どもたちからも見られるような仕様を計画しています。

・図書室を設置してほしいとの御意見もございますが、今後、スペースを有効利用するなかで検討してまいります。

全体的なこと

各部屋について



・プールについては、屋上に設置する計画です。また、低年齢児用に、１階保育室前のスペースを利用して収納用のプールを使用する予定
です。

・屋上プールとなりますので、屋上にシャワー等、必要な設備を設置する予定です。また、日照対策にタープ等、日除けのための備品の設
置を検討しています。

・屋上利用については、子どもたちの利用部分と機械設備部分との区画を明確に分け、機械設備部分には子どもたちが立ち入れないように
整備するなどし、安全には特段の配慮をいたします。

・現時点の計画では、屋上園庭とする部分を天然芝で整備する方向で検討しておりますが、その他部分についての仕様は、保護者の皆様の
御意見を参考に検討していきます。

・天然芝の手入れについては、保育教諭や調理員とは別に配置する用務担当職員の業務とする予定です。

・トイレにつきましては、年齢に応じた便器や備品を設置する計画としています。
 数が多いのでは、との御意見もありますので、今後、大人用（保護者・来客）のトイレの配置も含め、再検討いたします。

・バルコニーにつきましては、１階保育室の庇を兼ねる仕様として設置しますが、安全性の確保の観点から、南面の一方のみに計画してい
ます。

・視診室の配置、用途、仕様については、他市事例等も参考にしながら、本園にとって最適な設備として配置する予定です。

・メインの玄関と園庭への出入口を、異なる階で計画しておりますので、それぞれに下足室を設ける予定です。
 子どもたちには、通園用の靴の他、園での遊び用の靴を用意していただくことを考えています。

・休憩室の必要性(誰が使うのか、広すぎないか等)についての御意見もございますが、職員の健康管理等の観点から、ある程度の広さを確
保した休憩室を設けています。

・飼育小屋の設置につきましては、現時点では検討中です。

・原則として、日常的な車での送迎は御遠慮いただいておりますので、送迎用駐車場の設置はありませんが、緊急用としては必要性があり
ますので、搬入車両用とは別に、数台分の駐車スペースを確保するよう検討しています。
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２．保育内容に関する御意見に対する市の考え方

・幼保連携型認定こども園につきましては、３～５歳児の教育時間は原則として保育所枠と幼稚園枠を混合した学級を編成することとなっ
ています。また、年齢ごとに学級を編成することになっており、異年齢での学級編成は予定しておりませんが、異年齢間の交流については
カリキュラム上で検討しています。

・幼児期の学校教育について、様々な御意見をいただいておりますが、基本的には、現在の保育内容も考慮しながら、より良い内容となる
よう、検討しているところです。

・午睡の時間や方法、また、午睡をしない児童の過ごし方等については、他市事例も参考にしながら、検討しています。

・こども園に移行することと、職員の異動につきましては、特に関連していません。定期的な異動はあるものの、子どもたちとの関係性や
保育内容の継続性を重視した職員配置とする予定です。

・主な取組やイベントにつきましては、保護者の皆様の御意見を踏まえ、これまでの内容で大切なものは継承しつつ、認定こども園として
の新たな取組も検討していきます。 また、保護者参加型の行事についても、今後、実施方法を検討してまいります。

・式典（入園・卒園式、始業式等）は、行う方向で検討しています。

・認定こども園では、これまで同様に地域の子育て支援を重視していきますので、園庭開放等も実施する予定です。

・新施設では、全園児への給食の提供を実施する予定です。幼稚園枠の児童にも給食を提供することになります。お弁当日の設定等に つ
きましては、今後、検討してまいります。

・認定こども園の中での英語教育や課外活動(サッカーなど)等の実施についての御意見もありますが、現時点では実施予定はありません。

・園庭や屋上の一角を利用し、花・野菜の栽培等も行っていく予定です。

・職員体制等については、「幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準」に基づき、適切な内容としてまい
ります。

３．その他の御意見について

・現在、幼稚園はＰＴＡ、保育所は保護者会としての活動があり、交流していただく機会をもっていただく取組を検討しています。また、
認定こども園となった時の活動形態については、先進市の事例を参考にするとともに、保護者の方々の御意見を伺いながら検討を進めてま
いります。

・会議等の活動時間につきましては、就労されている方にも配慮したスケジュールを検討します。

　※その他、ホームページで公開しております 「認定こども園（幼保一体化施設）Q＆A」も御覧ください。
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